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大大学学生生ののたためめののデデーータタササイイエエンンスス（（ⅠⅠ））  

＜＜改改訂訂版版＞＞ 
   

▶講座概要 

今日の社会は情報通信技術の普及によ

り、個人の様々な履歴、各種製造・販売デ

ータ、ネットワーク情報などの大量かつ多

様なデータが簡単に集められるようになっ

てきました。このビッグデータなど様々な

データを対象とする学問分野がデータサイ

エンスです。  

データサイエンスは多くの場面で注目さ

れており、たとえば、様々な行動履歴に基

づくタイプ診断、調査・アンケートに基づ

く顧客の需要予測、不良品の製造・機械の

故障に関する予兆検知などに活用されてい

ます。 

現在、データサイエンスはあらゆる分野

で必要とされているにもかかわらず、デー

タサイエンティストが不足していると言わ

れています。また、データサイエンスを専

門的に学ぶ人でなくても、データに基づく

意思決定の重要性を認識することが重要で

す。 

この講義では、データの収集・加工・処

理、データの分析、分析結果の解釈とその

活用というデータサイエンスにおいて重要

な 3 要素について紹介しています。特に理

論的な手法だけでなく、様々な応用事例に

ついても紹介しています。 

本講座は改訂版として、滋賀大学を含む

数理・データサイエンス教育強化拠点コン

ソーシアムが提示した「数理・データサイ

エンス・AI モデルカリキュラム」に沿

い、新たなトピックスに「情報倫理」を、

データ分析手法に「主成分分析」や「クラ

スター分析」等を盛り込んだ他、近年のデ

ータサイエンス・AI 分野の動向をアップ

デートし、リニューアルを行いました。 

 

※教材が必要な方は、下記にて販売してお

りますのでお申し込みください。 

(一社)近江データサイエンスイニシアティブ 

e-mail: info@ohmi-dsi.jp 

担当教員 データサイエンス学部教員 他 

受講料 無料 

受講対象者 
・おもに大学生 
・データサイエンスの基礎を学び 
 たい社会人 

開講日 8 月開講予定 

内容 

◆第 1 週  
現代社会におけるデータサイエンス 
・データサイエンスと AI の役割 
・データの取得・管理（①データの収集と
保存、②データの管理） 

・データの入手方法 
・データの分析 
・データサイエンスと画像処理技術（①
デジタル画像の構成、②画像処理の応
用） 

・データサイエンスと音声処理技術（①
音声データ処理、②音声認識入門） 

・データサイエンスと情報倫理（①情報
倫理の基礎知識、②情報利用と AI の死
角） 

◆第 2 週 
データ分析の基礎 
・ヒストグラム 
・箱ひげ図 
・平均・分散・標準偏差 
・散布図（2つの量の関係の視覚化） 
・相関係数（2 つの量の関係の要約） 
・回帰直線（2 つの量の関係の定式化、デ
ータの当てはまり） 

・データ分析で注意すべき点（相関と因
果の違い、観察研究と実験研究、標本
調査） 

・主成分分析 
・クラスター分析  
◆第 3 週 
コンピュータを用いたデータ分析 
・Excel を用いたヒストグラムの作成、箱
ひげ図の作成、散布図と回帰直線 

・R を使ってみる 
・R によるデータ分析 
・R のさらなる活用 
・Python のインストールと基本操作 
・Python を使ったデータの整理と可視化 
・Python を使ったデータの分析と、より
高度な可視化 

◆第 4 週 
データサイエンスの応用事例 
・保険（基本的な仕組み、自動車保険） 
・金融（銀行におけるデータ活用） 
・マーケティングリサーチ（概要編、企画
編、事例編） 

・染色体上で遺伝子を探す 
・疾患関連遺伝子を探す 
・品質管理 

 

オンライン 
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大大学学生生ののたためめののデデーータタササイイエエンンスス（（ⅡⅡ））  

～ビジネスにつながる「機械学習」の 

基礎知識から先進事例まで～  

   

▶講座概要 

「大学生のためのデータサイエンス

(Ⅱ)」では、技術的により進んだ内容と

して、機械学習の諸手法とその応用につ

いて学んでいきます。まず、機械学習と

は何かという説明から始まり、その後に

機械学習の応用事例を紹介します。応用

事例を先に見ることによって、機械学習

の有用性が理解でき、機械学習の手法を

より積極的に学ぶことができると期待さ

れます。次に分類問題と回帰問題の具体

的な手法を説明し、同時に特徴量の設

計・選択など、実践的なテクニックにつ

いても学んでいきます。最後に、近年、

発展の著しいニューラルネットワークに

ついて説明します。 

本講座は、機械学習の分野の中でも

「教師あり学習」を中心に進んでいきま

す。また、なるべく数式を使わないとい

う方針で構成されています。 

 

 

※教材が必要な方は、下記にて販売して

おりますのでお申し込みください。 

(一社)近江データサイエンスイニシアティブ 

e-mail: info@ohmi-dsi.jp 

担当教員 データサイエンス学部教員 他 

受講料 無料 

受講対象者 
・おもに大学生 
・データサイエンスの応用を学び 
 たい社会人 

開講日 12 月開講予定 

内容 

◆第 1 週 

機械学習の事例紹介 

・イントロダクション 

・機械学習とはなにか①、②、③ 

・機械学習の先進的な事例 

（画像、音声、企業分析、マーケティン 

 グ、生産機械） 

・機械学習を使ったテキストからの性格 

 推定 

◆第 2 週 

機械学習の基礎（1）分類問題 

・最近傍法 

・線形分類器 

・サポートベクターマシン①、② 

・決定木・ランダムフォレスト 

・単純ベイズ分類器①、② 

・混合正規分布モデル 

◆第 3 週 

機械学習の基礎（2）回帰問題・その他 

・重回帰分析①、② 

・ロジスティクス回帰①、② 

・過学習・クロスバリデーション 

・判別分析における多クラス問題 

・特微量の設計（標準化とスパースネ 

 ス、主成分分析①、②） 

・特微量の効果的な選択 

◆第 4 週 

機械学習の発展 

・ニューラルネットワークの基礎 

・ニューラルネットワークの学習 

・畳み込みニューラルネットワーク 

・ニューラルネットワーク実習 

・最近のニューラルネットワークの発展 

・エピローグ 

 

 

オンライン 
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